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論　　文　　の　　要　　旨
　近年ヨ超伝導技術を高エネルギー物理学の研究に利用することは，強磁場の達成，省エネルギー
等の観点からラますます重要となっている。本論文は骨超伝導電磁石に高エネルギー陽子ビームを
照射した場合の効果をあつかったもので，1）高エネルギー陽子ビームによる超伝導コイルのクエン
チ現象（超伝導状態からノーマル状態への転移）、2）高エネルギー陽子による超伝導物質（Nbおよび
Ti）の核破砕反応、の2部からなる。
　1）の項目を実験的に研究するために害著者はヨNb－48（重量パーセント）T1の多芯モノリシック
の超伝導線を用い、半径9㎝のソレトイドとラこれを収容する横型クライオスタットを設計した。
実験はラ高エネルギー物理学研究所の12GeV陽子ビームを用いて行われヨ陽子ビームおよび2次粒
子による発熱のためのクエンチ現象を観測した。
　実験結果の解析はヨまずラビームによるコイル中でのエネルギー損失を評価しヨこれに基づくク
エンチの臨界エネルギーを雪熱伝導方程式を解いて得られる臨界エネルギーと比較した。熱伝動方
程式をWi1s㎝等の定常状態の扱い（MPZ／Co妃一臨d理論）によって解いた場合ヨ臨界エネルギー
の計算値は，実測値より小さかった。次に超伝導線の温度分布の時問変化を考慮し，熱伝導方程式
を差分法によって数値解析し、臨界エネルギーを求めた。この際雪有効冷却効果を表わすパラメー
ターヨ臨界熱流東を実験値から適当に選ぶことによりラ実測された臨界エネルギーをヨ異なる電流
値に対し、一般的に再現することができた。
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　2）の項では，陽子線で照射されたター一ゲット薄膜につき。Ge（L1）r線スペクトノレ解析を行った。
この方法によりヨNbについて47種の放射線核種雪Tiにつき17種の放射性核種の断面積を決定し壱
Nbについては生成物の質量と断面積の関係につき、実験式を決定した。また雪超伝導電磁石の動作
に対する破砕反応に基づく核反応生成物の効果を評価した。
審　　査　　の　　要　　旨
　この論文のオリジナリティーは、12GeV陽子線による超伝導体のクエンチ臨界エネルギーの実測
値の提示害クェンチ現象を説明する熱伝導モデルの提出。超伝導材量（NbラTi）の核破砕反応断面
積の実験的決定等に要約できる。高エネルギー荷電粒子と超伝導物質との相互作用を新しい観点で
解析しており。超伝導技術の高エネルギー物理への応用に対しラ貴重な基礎的知見を提供している。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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